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◆　資料編　◆
＜個別の指導計画・個別の教育支援計画・個別の移行計画の例＞

１．係の仕事や普段の生活などで，思いやりや，感謝の気持ちを持ち，友だちと協力しながら
　　生活をする。
２．A中との交流をする中で，自ら人と関わる気持ちを高め，集団生活のルールを学ぶ。
３．丁寧に学習に取り組む。

１　①．友だちの優しい気持ち，好意で助けてくれた場面を取り上げたり，道徳等で主人公の
　　気持ちに寄り添うような物語を読んだりする中で，いつも誰かに支えられながら生活して
　　いることに気づかせ，自らも協力した喜びが感じられるように声がけをしていく。
　　②．学校祭実行委員・レク係，国語数学係として，今何ができるかを考えられるようにし
　　て計画を立て責任を持って仕事をこなせるよう声がけをしていく。
２　＜以下略＞
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【日々の生活の姿】
《基本的生活習慣》
・　食べ物を一口サイズに切り，スプーンや

フォークに刺しておくと，自分から手を伸ば
して握り，口の中に運ぼうとする。

《コミュニケーション・情緒》　
・　人とかかわることが大好きであり，生活の

場を共にしたことのある男子に積極的に関
わろうとする。自ら挨拶したり接触しようと
したりするが，教師がいないところでは恥ず
かしがり，隠れる。誰かが具合を悪そうにし
ていたり，痛がっていた場合には「大丈夫？」
とやさしく声がけをする姿が見られる。

《知識・理解・技能》
・　好きなマークや看板を指差しながら，教師

に話しかける。
・　色の鮮やかな本が好きで，眺めることを好 

む。

【可能性の芽】

・　教師が手を添えて一緒に刺したり口に運ん
だりすることで，一人で刺して食べることが
できるだろう。

・　人とかかわることが大好きであるため，対
人関係のロールプレイを取り入れていくこ
とで，基本的なマナーを身に付けることがで
きるのではないか。

・　様々な本を見る中で興味のある本を見つけ
ることができるだろう。教師と一緒に興味の
ある本を見ることで気持ちを落ち着かせる
ことができるだろう。

【本人の願い】
【保護者の願い】
･　食事を一人で食べられるようになって欲しい。
･　布パンツで過ごせるようになって欲しい。
･　言葉や指差し，カード等で要求や気持ちを伝えることができるようになって欲しい。
･　絵カードや言葉等で危険な事がわかるようになって欲しい。
【卒業後の生活】
･　中学部，高等部への進学を希望する。
･　作業所に通うことを考えている。
【教師の願い】
･ 基本的な生活習慣を身につけて欲しい。
・様々な活動を最後まで取り組んで欲しい。

申し送り事項 中学部に入学したら，寄宿舎に入所したいと保護者は考えている。

教育課題（ねがい）

平成○○年度知的障害特別支援学校 個別の指導計画Ⅰ○部○年○○組氏名○○○○

（記入者　○○　○○）

○好きなことや活動を教師と一緒にみつけ最後まで取り組むことができる。
《めあて・見通し・意欲》

○自分で食事をしたりトイレと排泄を結びつけたりする経験を積むことができる。
《基本的生活習慣》

○自分の気持ちややりたいことを声や指差し等で伝えようとすることができる。
《コミュニケーション・情緒》



182

平成○○年度　個別の指導計画Ⅱと支援内容および見返し［○期］
                     知的障害特別支援学校○○部　○年○○組　氏名　○○　○○　
教育課題（ねがい）

教育課題に対する支援内容及び見返し（可能性の芽）

○好きなことや活動を教師と一緒にみつけ自ら取り組むことができる。《めあて・見通し・意欲》
○自分で食事をしたりトイレと排泄を結びつけたりする経験を積むことができる。《基本的生活習慣》
○自分の気持ちややりたいことを声や指差し等で伝えようとすることができる。《コミュニケーショ
　ン・情緒》

好きなことや活動を教師と一緒にみつけ楽しんで取り組むことができる。《めあて・見通し・意欲》
具体的ねがい 支　援　内　容 見返し

日
常
生
活
の
指
導

・　教師と一緒に学校の周りをラ
ンニングすることができる。

・　存分に体を動かすことができ
るように，思い切り走る区間を設
定する。

・　1人で取り組めるように，ガソ
リンスタンドのマークや荷車の車
輪，周りの様子を見ながら走った
り歩いたりする。

・　1人で走ったり歩いたりできる
ように，指差しの要求に応えなが
ら走る。

・　思い切り走ることができる場
所で，教師の手を握って走り続
けることができた。

・　コースの脇にある看板に興味
を示すことが増えてきました。
教師との指差しながら２周走る
ことができた。

生
活
単
元
学
習

運動会単元
｢うんどうかい
げんきモリモリエイエイオー」
・　運動会の雰囲気に慣れ，走っ

たり綱を引いたりする活動を楽
しむことができる。

・　好きなキャラクターになりき
ることができるように，簡単なス
トーリーや衣装を用意する。

・　友だちとかかわりながら一緒
に取り組むことができるように，
友だちの様子を伝えたり，励まし
の声がけをしたりする。

個
別
学
習

・　本の読み聞かせのときに，落
ち着いて絵を見て最後まで聞く
ことができる。

・　ゆっくりと見たり言葉のリズム
を口ずさんだりできるように，
はっきりとした輪郭や鮮明な色の
絵本をゆっくりした音読で読み聞
かせをする。

○自分で食事をしたりトイレと排泄を結びつけたりすることができる。《基本的生活習慣》

日
常
生
活
の
指
導

・　自分でスプーンやフォーク，
食器を持って食事することがで
きる｡

・　食べやすいように，一口サイ
ズに食ベ物をカットしておく。

・　食器から口に食べ物を運び易
いように，食べ物をフォークに刺
したりスプーンに乗せたりしてお
く。

○　学　部　の　特　色　の　あ　る　教　育　活　動

音　　楽
・　前に立つ先生の姿をじっと見ながら童謡をじっくりと聞いていた。リラックスタイムでは，オル

ゴールの音色を聞きながらゆったりとくつろいでいた。

総　合　所　見
　入学して新しい環境の中，新しい友だちや先生と一緒に過ごていくことで，思い切り体を動かしたり落ち着いて
生活したりすることができるようになってきた。
　マッハ号や信南バス（小学部での通称）等の乗り物遊具に乗ることを楽しみに待つようになった。そこがお気に
入りの場所になり，乗り物遊具が動いていなくてもいつまでも乗ってまわりの様子を見ているようになりました。

（記入者　○○　○○）
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Aさんの個別の教育支援計画Ⅱ
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Aさんの個別の教育支援計画Ⅲ
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